
 

①アルカリ・酸性洗剤を正しく使うこと  

  乳脂肪・蛋白質・乳糖類を分解するアルカリ洗浄を毎日行いましょう。 

その後、カルシウム・マグネシウム等を分解する酸洗浄を週２～３回行って、

上手に洗浄を行いましょう。 

②殺菌剤（次亜塩素酸ナトリウム）を正しく使うこと  

  器具の汚れを完全に洗浄した後に、ぬるま湯を使って正しい使用濃度で希釈しま

しょう。熱湯に入れると塩素が急激に蒸発します。 

③洗剤の４条件をきちんと守ること  

  洗浄濃度、洗浄温度、洗浄時間、洗浄水量を正しく守りましょう。  

④水質にあった洗浄方法を選ぶこと 

  水質検査などで水の硬度の確認をして、水質にあった洗浄を行いましょう。 

⑤毎日汚れを完全に落とすこと 

  汚れは少しづつ蓄積するもの。カチカチの乳石になる前に取り除きましょう。  

⑥機械の定期メンテナンスを受けること  

  搾乳器を定期的にメンテナンス・交換しましょう。 
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すすぎ  →  酸性洗浄 

週 2～3回 

アルカリ洗浄 →  すすぎ（終了） 
毎日 

     搾乳機器の基本洗浄法 

搾乳後 

すぐに行う！！ 

サニーエクリン L 

バイオエース AL etc. エクリンサンエース 

デラクリーン酸 etc. 

フレッシュラックス 

サンラック S  etc. 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水質が軟水であれば、通常通りのアル

カリ・酸洗浄方法を行って問題ありま

せん。 

   

井戸水を使用している場合は、水の硬度が高い可能性があります。 

硬度が高い水は、酸洗浄の頻度を検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

地域によっても水道水の硬度が違います。 

一度、日常使っている牛舎の水の水質検査を行ってみてはいかがでしょうか。  

濃度 時間 

水量 温度 

アルカリ・酸性洗剤濃度： 

最低でも 0.5％必要 

 

洗浄時間：6～10 分 

長くなると温度低下・ 

汚れの再付着のおそれ！ 

洗浄温度：60～80℃ 

すすぎ温度：35～40℃ 

排水温度：40℃以上（重要） 

パイプミルカーの場合： 

洗浄槽内のユニットから 

エアーを吸いこまない水量 

     洗浄の 4 条件を守りましょう！ 

     牛舎の水質チェックをしましょう! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参照：良質乳生産ガイド（社団法人 中央酪農会議）  

「搾乳機器の管理と洗浄の講習会」資料（オリオン機械株式会社）  

定期的に点検・メンテナンスして 

清潔な状態を保ちましょう☆ 

 

     部品のこまめな点検も忘れずに！ 

乳石がこびりつく前に・・・ 


